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１．はじめに

マイナンバーカード管理システムは、マイナンバーカード交付の為の管理システムで、以下の８種類のプログラム
(Excel、Access)で構成されマイナンバーカードの交付業務を運用している。

【データ取り込みファイルExcel】 【管理簿Excel】
※複数端末対応として管理簿更新用プログラム（３本）あり

【交付状況等集計Excel】 【未発行交付状況集計Excel】

【検索管理簿Access】 【検索管理簿Access/AP】
※日次DB更新プログラム

【検索管理簿Access/DB】 【業者用箱検索Access】

１



２．システム全体の概要

２－１．システム構成図

マイナンバーカード管理システムを運用するハードウェアの全体構成を記す

【別館】 【本庁舎】

【2階・市民室事務所 0名】 【6階・ICT推進課マシン室】

NAS（住民情報系ネットワークサーバ）
【1階・市民室事務所　住民窓口　2名】 【1階・市民室事務所　8名】 EXCELファイル（４種類７本）、

ACCESSファイル（３本） 及びその他データを格納

×1台 ※検索管理簿Access,検索管理簿Access/AP

ｽｷｬﾅ  についてはｸﾗｲｱﾝﾄに取り込み使用する

【庁内LAN/住総LAN/統合LAN】
住総ｼｽﾃﾑ用PC×3台　ローカル端末×1台 住総ｼｽﾃﾑ用PC×4台 管理簿用PC×3台 ★ｻｰﾊﾞｰ、ｸﾗｲｱﾝﾄ共住総LANに接続し運用

※但し、業者用箱検索機能については
　ローカル端末として運用（管理簿データはUSBにて連携）

【布施駅前窓口 3名】
■ｸﾗｲｱﾝﾄPCの基本ｿﾌﾄｳｪｱ

LAN接続端末

住総ｼｽﾃﾑ用PC×4台 OS Windows10
Excel,Access 2024年版Office

業者用箱検索端末
【旭町庁舎窓口 2名】 OS Windows11

Excel,Access Office365

管理簿用PC×1台

×1台

×1台

×2台

×1台
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２－２．システムの概要

マイナンバーカードを住民が取得する基本的な流れとしては、以下の２通りがある

（１）交付時来庁方式
①地方公共団体情報システム機構(J-LIS)にマイナンバーカードの交付申請を行う
②交付申請されたマイナンバーカードがJ-LISから本市に届く
③本市に届いたマイナンバーカードを交付するため、交付の準備が整い次第、マイナンバーカードの受け取りを案内する交付通知書（ハガキ）を送付する
④交付通知書を受け取った住民は、予約システムにマイナンバーカードの受け取りの予約を行う
⑤予約した日時に本市に来庁しマイナンバーカードを受け取る

（２）申請時来庁方式
①本市のマインナンバーカード窓口に来庁し窓口で交付申請を行う
②交付申請されたマイナンバーカードがJ-LISから本市に届くマイナンバーカードを郵送で受け取る
③本市に届いたマイナンバーカードを交付するため、交付の準備が整い次第、マイナンバーカードを直接送付する

このマイナンバーカードの交付業務、管理業務をマイナンバーカード管理システムを利用し業務を運用している。
マイナンバーカード管理システム全体の概要は、以下の通りである。

主にExcelｻｲﾄﾞでは、ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞの交付に伴う準備処理、交付者の情報処理、予約ｼｽﾃﾑとのﾃﾞｰﾀの受け渡し、ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞの保管処理、統計処理を行い
Accessｻｲﾄﾞでは、ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞ交付者の情報検索、交付予定者の予約処理、ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞの保管処理、統計処理を行う。
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３．各プログラムの説明

※別紙３、別紙４を参照。


